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サウジアラビアを中心とするアラブ有志連合の一角として、イエメン内戦に軍事介入している しかし、ＵＡＥはその高い代償 支払っており、これまで 戦死者は七五人（二〇一六年二月末時点）
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ティティーを強化す 機会 して捉えたことである。ＵＡＥでは、急速な近代化とグローバル化や外国人人口の増加にともない、二〇〇〇年代からナショナル・アイデンティティーの問題がたびたび議論されていた。政府は「イマーラーティー」 （ＵＡＥ国民）




史的な関係によ ものである。もそも、ＵＡＥにとってイエメンとは一種の「心のふるさと」のような国である。 国民のなかには、部族的な出自をいわゆるカフターン（南方系）に求める人々も多い。その代表 例には、アブダビ首長家のナヒヤーン家があ
る。ナヒヤーンという名前の由来は、もともとイエメンの「ワーディー・ナヒヤーン」という土地にたどるとされている。ＵＡＥ建国の父であるザーイド大統領が、歴史的なマアリブ ダムなどの再建に力を入れ り、手厚い開発援助を行ってきたように、イエメンはＵＡＥ とって思い入れの強 国なのである。　
このようにして、イエメン内戦
とＵＡＥはひとつの線として結ばれることに った。しかし、従来のような空爆作戦への参加に留まらず、地上軍を派遣したことは、その後 ＵＡＥに って大きな転換点となったのである。●「殉教者」の発生　
イエメン内戦がはじまってから
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かのように、軍や警察を主体として描くテレビＣＭが流され、ナショナリズムを刺激するような動画が多数制作されている。動画サイト「ユーチューブ」には 官公庁や政府系メディアだけでなく 民間企業など 作成したこの種の動画が多数公開されている。たとえば通信会社のアキシオム・テレコムが「殉教者記念日」に合わせて制作したＣＭ（ 「我々の殉教者に敬意を表する」 ）は、ＵＡＥの国旗色（赤・黒・白・緑）に塗られた兵士の人形が国旗の模様のとおりに配置され、その兵士に対して子供たちが敬礼をするという構成になっている。　
このように、忠君愛国的でナシ
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表立った政府批判や反戦運動を確認することができない。当然のことながら、殉教者の遺族は家族を失って悲しみに暮れているだろうし、イエメンに派遣されている軍関係者の家族が不安 思っことは想像に難くない。　
しかし、二〇一二年に成立した











北問題」 、すなわち資源に恵まれ経済的に発展し、十分な雇用が提供されている南部（アブダビやドバイ）と、資源に恵まれず経済発展が遅れたり雇用の少ない北部（シャルジャ以北の首長国）という、構造的な経済格差を示している可能性がある。 「アラブの春」以降、ＵＡＥ政府は北部首長国へ集中的な開発投資を行い、国民向け住宅の整備やインフラの開発を進めた。とはいえ、雇用問題については依然として大きな問題 残しており、北部首長国に住む若者は職を求めてアブダビやドバ に移り住むか、雇用の受け皿である軍に入隊する者も少なくない。実証にはさらなる調査と分析が必要であるが、国内の経済格差が殉教者の地域的偏りとして反映されていると考え こともでき だろう。　
これまでＵＡＥでは、軍に入隊
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